
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

第      号 

 

～ 自
じ

 在
ざい

 鉤
かぎ

 ～ 

「文化財なるほど探検隊
たんけんたい

」で昔の道具（自在鉤）を作りました。 

阿武 クマ さん 

自在鉤…囲炉裏
い ろ り

の上に吊
つ

るし、鍋
なべ

や鉄びんを引っかける道具
ど う ぐ

です。引っかけた 

鍋や鉄びんの高さを自由に調整
ちょうせい

することができたことから自在鉤と 

言われています（高さを変えて火力を調整できる）。 

 
自在鉤 

囲炉裏 

イメージ 

 古代から存在した道具と言われています。 

支柱
しちゅう

 

心棒
しんぼう

 

横木
よ こ ぎ

 

吊
つ

りひも 

ここを上にもちあげて 

横木を水平にする。 横木が水平になると 

すきまができ心棒が下に落ちる。 

すきまができる 

心棒がおちる 

A 

B 

①横木から手をはなすと 

横木がななめになる。 

②A と B のポイントが引っか

かり固定される。 

すきま 

鉄瓶を火に当てたい時は棒をのばす。 

 

色々なデザインの横木 

小槌
こ づ ち

 魚（タイ、コイなど） 

鉤がびよ～んとのびる！ 

縁起
え ん ぎ

が良いとされるものがデザインされています。

また、魚
さかな

は水に通
つう

じるという事で火事
か じ

をさけるお

守りの意味
い み

もあったそうです。ふるさと展示室の自

在鉤の横木はナスです。 
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